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に
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今
昔
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集
に
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け
る
「
速
ニ
」
　
の
用
法

二
、
出
典
文
献
と
の
比
較

三
、
「
速
ニ
」
　
の
用
法
の
位
相
的
考
察

四
、
平
安
時
代
の
和
文
と
漢
文
訓
読
文
に
於
け
る
「
ス
ミ
ヤ
カ
」
　
の
用
法
差

む
す
び
　
－
　
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
「
速
ニ
」
　
の
用
法
の
文
章
史
的
意
味
　
－

は
じ
め
に

今
昔
物
語
集
の
文
体
に
関
す
る
従
来
の
研
究
の
あ
り
方
を
、
今
、
私
に
整
理
し
て
み
る
と
、
概
ね
、
次
の
二
類
四
種
乃
至
五
種
に
分
け
ら

れ
よ
う
か
と
思
う
。

第
一
類
は
、
″
変
化
″
面
、
即
ち
出
典
に
左
右
さ
れ
る
文
体
の
解
明
を
志
向
す
る
研
究
で
、
こ
れ
に
は
、
巻
二
十
を
境
と
し
て
、
前
半
は
漠

（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

文
訓
読
調
、
後
半
は
和
文
調
が
強
い
こ
と
を
実
証
し
て
ゆ
く
研
究
と
、
本
朝
仏
法
部
を
中
心
に
し
て
変
体
漢
文
の
影
響
を
説
い
た
研
究
、
の

二
種
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
思
う
。

（2）

第
二
類
は
、
山
口
佳
紀
博
士
に
は
じ
ま
る
、
出
典
に
左
右
さ
れ
な
い
　
〝
不
変
″
面
、
即
ち
撰
者
固
有
の
文
体
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
方
向

で
、
本
集
に
於
け
る
、
語
や
表
現
形
式
の
分
布
状
況
か
ら
撰
者
固
有
の
文
体
を
推
定
し
た
山
口
博
士
の
方
法
に
加
え
て
、
本
集
と
共
通
説
話

今
昔
物
語
集
に
於
け
る
「
速
ニ
」
　
の
用
法
に
つ
い
て
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4
）
　
　
　
　
　
　
（
5
）

を
有
す
る
宇
治
拾
遺
物
語
等
と
比
較
す
る
方
法
、
出
典
文
献
と
比
較
す
る
方
法
等
が
、
今
日
提
出
さ
れ
て
い
る
。

一
六
〇

山
口
博
士
の
論
考
は
、
本
集
を
日
本
文
章
史
上
に
は
じ
め
て
有
機
的
に
位
置
づ
け
た
も
の
と
し
て
画
期
的
な
意
味
を
有
し
て
お
り
、
そ
の

後
の
今
昔
物
語
集
の
文
体
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
昔
撰
者
固
有
の
文
体
の
存
在
に
よ
り
結
果
す
る
と
こ
ろ
の
「
文
体
基
調
」
の
内
実
に
つ
い
て
は
、
変
体
漢
文
に
近
い

（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
す
る
説
、
和
文
で
あ
る
と
す
る
説
、
漢
文
訓
読
文
で
あ
る
と
す
る
説
、
当
時
の
僧
侶
の
口
頭
語
で
あ
る
と
す
る
説
等
あ
っ
て
、
未
だ
決
着

を
み
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
今
後
は
、
本
集
全
体
に
わ
た
っ
て
分
布
す
る
、
他
の
語
や
表
現
形
式
の
一
々
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
を
明
ら

か
に
し
、
そ
の
成
果
を
集
積
す
る
過
程
に
於
い
て
解
明
の
糸
口
を
模
索
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

小
論
で
は
、
そ
の
〓
階
梯
と
し
て
、
本
集
の
「
速
ニ
」
を
取
上
げ
、
そ
の
用
法
に
つ
い
て
今
回
考
察
し
得
た
と
こ
ろ
を
述
べ
て
み
た
い
。

一
、
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
「
速
二
」
の
用
法

今
昔
物
語
集
の
「
速
ニ
」
は
、

○
汝
デ
、
速
霊
人
間
二
返
テ
（
巻
第
十
七
・
大
系
5
3
0
－
9

の
如
き
付
訓
例
や
、

○
　
（
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
）
速
索
木
メ
　
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
…
（
併
上
四
八
・
3
）

○
（
三
巻
本
色
葉
字
頬
抄
）
卦
ミ
ヤ
カ
迅
劇
軋
（
以
下
郎
字
略
）
巳
上
達
也
（
前
田
本
・
下
・
二
九
オ
6
）

等
の
古
辞
書
の
記
述
よ
り
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
と
訓
じ
た
こ
と
は
、
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
本
集
に
於
い
て
は
、
こ
の
「
速
」
字
が
、

原
則
と
し
て
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
の
漢
字
表
記
に
供
さ
れ
て
い
る
。

峰
岸
明
博
士
は
、
先
の
第
一
類
に
属
す
る
、
前
半
が
訓
読
調
、
後
半
が
和
文
調
で
あ
る
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
の
文
体
指
標
と
し
て
、
こ

（10）

の
「
速
ニ
」
と
「
疾
ク
」
、
「
甚
ダ
」
と
「
糸
」
等
の
二
形
対
立
の
語
を
取
上
げ
、
そ
の
分
布
を
表
に
し
て
示
さ
れ
た
。



疾 速

＿

語

ク －
巻

2 51 1

5
〕0
6
1
2

1 32 3

3 002 4

5 12 5

22 6

2 61 7

8

2 91 9

2 81 01

1 12 11

3 61 21

61 31

6 42 41

4 9 51

9 32 61

6

〕1

52

〔

71

81

41 41 91

3 31 02

12

2 22

6 3 32

11 5 42

5 21 52

32 3 62

9 2 72

22 4 82

21 6 92

4 2 03

6 8 13

（
注
記
）
〓
内
の
数
字
は
放
証
本
に
於
て
欠
文
の
説
話
（
二
ノ
2
5
～
牢
一
七
ノ
4
3
～
5
0
）
を
鈴
鹿
本
に
よ
っ
て
補
っ

た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
同
様
で
あ
る
。

糸 甚

ダ

∴

1 4 1

〕5

2

〔
2

4 3 3

3 4 4

11 1 5

2 9 6

61 7

8

51 9

5 1 01

4 2 11

6 2 21

2 31

2 3 41

2 1 51

52 2 61

－ヽlノ
7
1

〔

5 71

81

73 1 91

31 3 02

12

3 22

8 2 32

02 42

4 52

84 62

43 72

64 82

04 92

83 03

32 13

（
注
記
）
「
糸
惜
シ
」
の
用
例
は
除
外
し
て
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
表
①
と
②
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
同
じ
漢
文
訓
読
語
で
も
、
「
甚
ダ
」
が
和
文
調
の
強
い
巻
二
十
以
降
に
ほ
と
ん
ど
出
現
し

な
い
の
に
対
し
て
、
「
速
ニ
」
の
方
は
相
当
数
用
例
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
分
布
す
る
、
所
謂
〝
漢
文
訓
読
声
「
速
ニ
」
は
、
本
集
に
於
い
て
は
、
ま
た
、
そ
の
用
法
に
顕
著
な
特

色
を
認
め
得
る
。
こ
れ
を
今
、
箇
条
的
に
整
理
す
る
と
次
の
三
点
に
な
ろ
う
。

（11）

1
、
平
安
時
代
譜
の
「
ス
ミ
ヤ
カ
」
は
、
所
謂
形
容
動
詞
の
語
幹
と
説
か
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
が
、
本
集
内
部
の
用
例
は
、
全
例
「
ス
ミ

今
昔
物
語
集
に
於
け
る
「
速
ニ
」
の
用
法
に
つ
い
て
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○ヤ
カ
ニ
」
の
形
で
あ
っ
て
、
専
ら
連
用
修
飾
語
と
し
て
機
能
す
る
。

例
え
ば
、
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
に
は
、

・
巾
の
）

○
何
ソ
期
（
ノ
）
速
ヤ
カ
ナ
ル
ヤ
〔
欺
〕
（
巻
第
七
・
3
1
4
）

の
如
き
形
容
動
詞
「
ス
ミ
ヤ
カ
ナ
リ
」
の
連
体
形
と
認
め
ら
れ
る
例
が
存
す
る
。

2
、
大
部
分
が
、
会
話
文
中
に
集
中
し
て
出
現
す
る
。

「
速
ニ
」
の
出
現
箇
所
を
、
地
の
文
・
会
話
文
・
心
話
文
に
類
別
し
て
示
す
と
、
表
③
の
よ
十
に
な
る
。

全
部
例
中
、
犯
例
（
9
1
・4
％
）
が
会
話
文
中
に
出
現
し
て
い
る
事
実
（
心
話
文
を
含
め
る
と
鋸
％
）
が
看
取
さ
れ
る
。

（
表
③
）

心

話

会 地

の

巻類

話

文 文 文

1 71 1 1

31 1 2

12 3 3

72 1 4

12 5

02 2 6

61 7

1 91 1 9

1 51 3 01

1 02 1 11

41 2 21

61 1 31

2 22 41

01 51

3 91 1 61

52 1 71

1
，
21 91

31 1 02

2 22

3 32

5 42

01 2 52

1 2 62

2 72

4 82

6 92

2 03

1 7 13

11 2ハLnHu
3 32 計

（
注
記
）
　
こ
こ
で
は
、
登
場
人
物
相
互
で
直
接
の
交
渉
を
持
ち
、
文
章
の
筆
者
と
読
者
と
は
間
接
の
交
渉
を
も
つ
も

の
を
の
み
会
話
文
と
規
定
し
た
。
以
下
同
。

3
、
会
話
文
で
は
、
原
則
と
し
て
命
令
表
現
中
に
用
い
ら
れ
る
。

会
話
文
中
に
あ
っ
て
は
、



○
傭
ノ
宣
バ
ク
、
「
吉
キ
事
也
、
謝
↓
合
ス
ベ
シ
。
我
レ
モ
満
財
ガ
家
二
行
テ
彼
ヲ
教
化
㌣
」
　
（
巻
第
一
、
7
9
－
曇

○
中
子
、
磨
圃
二
告
テ
云
ク
、
「
汝
、
囲
↓
此
ヨ
リ
可
行
」
。
（
巻
第
二
十
、
m
－
竺

〇
人
l
有
テ
此
レ
ヲ
見
テ
、
「
云
フ
甲
斐
元
シ
。
習
l
被
追
放
ヨ
」
ト
云
中
寺
（
巻
第
二
十
九
、
1
5
6
－
9

の
如
く
、
活
用
語
の
命
令
形
や
助
動
詞
「
ベ
シ
」
等
を
伴
っ
て
命
令
表
現
中
に
供
さ
れ
る
こ
と
が
、
本
集
で
は
原
則
的
で
あ
る
。

会
話
文
中
の
全
犯
例
中
、
犯
例
（
鋸
％
）
が
之
れ
に
当
た
る
。

（

ハ

ヤ

）

　

　

　

（

ト

）

こ
れ
に
対
し
て
、
「
速
ニ
」
と
対
立
す
る
、
所
謂
〝
和
文
語
″
で
あ
る
「
早
　
シ
」
・
「
疾
シ
」
に
つ
い
て
は
、

1
，
、
連
用
形
以
外
の
活
用
形
も
存
す
る
。

ひ
「
早
シ
」
の
場
合

㈹
未
然
形
の
例
…
…
…
一
例

○
然
許
彼
レ
ガ
カ
ノ
強
ク
足
ノ
早
霊
㌦
何
態
ヲ
可
為
㌣
（
巻
第
二
十
九
、
既
1
1
7
）

回
連
体
形
の
例
…
…
…
四
例

○
舌
二
付
テ
判
可
二
依
テ
也
。
（
巻
第
十
二
、
期
1
4
）

（
他
、
巻
第
四
（
3
1
0
－
2
・
巻
第
五
（
紬
1
3
）
・
巻
第
二
十
（
1
7
9
－
3
）
）

∞
「
疾
シ
」
の
場
合

川
終
止
形
の
例
…
…
…
三
例

○
口
和
㌢
足
固
シ
、
遺
言
ク
行
テ
走
り
痢
可
、
（
巻
第
十
六
、
4
2
9
－
9
）

（
他
、
巻
第
三
　
（
捕
－
8
）
・
巻
第
六
（
5
7
－
1
1
）
）

伺
連
体
形
の
例
…
…
…
五
例

○
速
二
痢
可
馬
ヲ
儲
テ
、
其
レ
ニ
乗
セ
テ
込
け
。
（
巻
第
四
、
3
1
9
－
3
）

今
昔
物
語
集
に
於
け
る
「
速
ニ
」
　
の
用
法
に
つ
い
て
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（
他
、
巻
第
一
（
6
3
－
望
・
巻
第
二
十
五
（
3
6
5
1
堕
3
9
5
－
9
・
巻
第
二
十
七
（
4
9
3
－
5
）
）

2
．
、
会
話
文
に
限
ら
ず
、
広
く
用
い
ら
れ
る
。

表
④
⑤
に
拠
れ
ば
会
話
文
中
に
出
現
す
る
例
の
割
合
は
、
「
早
シ
」
の
場
合
－
4
1
・
7
％
、
「
疾
シ
」
の
場
合
－
7
0
・
4
％
で
あ
っ
て
、
「
速
ニ
」
－
9
1
4

％
を
下
回
る
。
（
表
④
）
「
（
撃
」

和

歌

、レ 会 地 巻類

話 話 の

文 文 文

1

2 1 1 2

1 3

3 1 4

6 5

1 2 2 6

5 7

5 1 9

1 3 01

3 4 2 11

1 21

1 3 1 31

3 3 41

2 4 51

2 2 9 61

1 5 2 71

7 6 3 91

1 1 02

1 22

2 1 32

5 4 42

1 t52

3 2 6 62

3 5 3 72

4 3 9 82

4 4 8 92

1 1 1 2 03

7 4 2 13

1 54 87 36 計

、い 会 地 ．

1

話 謡 の

文 文 文

2 1

1 8 2

1 3

2 1 4

5 5

1 6

2 7

1 1 9

2 10

1 11

1 2 21

31

4 1 41

3 51

2 3 3 61

1 2 2 71

1 9 2 91

3 02

22

3 3 32

1 8 1 42

4 1 52

1 61 5 62

1 6 1 72

21 9 82

11 2 ‘29

2 2 03

1 5 13

21 4 63 計

3
，
、
会
話
文
中
に
あ
っ
て
も
、
命
令
以
外
の
表
現
に
広
く
用
い
ら
れ
る
。



会
話
文
に
あ
っ
て
命
令
表
現
中
に
用
い
ら
れ
る
例
の
割
合
は
、
「
早
シ
」
の
場
合
－
5
2
・
6
％
、
「
疾
シ
」
－
7
2
・
8
％
で
あ
っ
て
、
「
速
ニ
」
ふ
％

を
下
回
る
。

右
の
、
1
，
・
2
，
・
3
，
の
如
く
、
「
速
ニ
」
に
認
め
得
る
よ
う
な
用
法
上
の
固
定
性
は
看
取
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

二
、
出
典
文
献
と
の
比
較

一
で
見
た
よ
う
な
、
今
昔
に
一
貫
し
て
固
定
的
な
用
法
を
有
す
る
「
速
ニ
」
は
、
は
た
し
て
、
出
典
文
献
に
既
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
継
承

し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
撰
者
の
文
体
構
築
の
一
営
為
の
所
産
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

本
項
で
は
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
討
究
し
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2

こ
の
間
題
の
解
明
に
、
出
典
文
献
と
の
厳
密
な
比
較
と
い
う
方
法
を
黄
初
に
導
入
さ
れ
た
の
は
、
山
口
（
旧
姓
橋
本
）
仲
美
氏
で
あ
る
。
氏

は
、
当
時
の
、
今
昔
出
典
研
究
の
成
果
を
精
力
的
に
取
入
れ
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
検
討
し
て
、
確
実
な
出
典
文
献
と
目
さ
れ
る
も
の
を
選

定
さ
れ
た
。
今
昔
の
出
典
文
献
の
認
定
は
、
現
時
点
の
研
究
段
階
で
さ
え
相
当
に
困
難
な
と
こ
ろ
が
多
い
け
れ
ど
も
、
氏
の
提
示
さ
れ
た
方

法
は
、
こ
の
種
（13）

に
従
い
た
い
。

の
研
究
に
は
極
め
て
有
効
で
あ
っ
て
、
充
分
に
説
得
力
を
獲
得
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
小
論
の
筆
者
も
、
概
ね
、
之
れ

さ
て
、
氏
の
示
さ
れ
た
出
典
文
献
の
う
ち
、
本
集
に
於
い
て
「
速
ニ
」
を
含
む
も
の
は
、
次
の
九
文
献
で
あ
る
。

〇
三
宝
感
応
要
略
録
・
冥
報
記
（
前
田
本
）
・
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
（
興
福
寺
本
）
・
弘
賛
法
華
伝
・
孝
子
伝
（
船
橋
本
）
・
日
本
霊
異

記
・
法
華
験
記
・
日
本
往
生
極
楽
記
・
俊
頼
髄
脳

こ
の
う
ち
、
小
論
の
考
察
の
対
象
と
な
る
「
速
ニ
」
は
、
用
例
で
あ
る
。
本
集
の
「
速
ニ
」
は
、
一
で
述
べ
た
如
く
、
全
部
で
舗
例
あ
っ

て
、
約
三
分
の
一
程
度
の
分
量
に
つ
い
て
の
調
査
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
お
お
よ
そ
の
見
通
し
を
得
る
に
は
少
な
く
な
い
量
で
あ
る
と

今
昔
物
語
集
に
於
け
る
「
速
二
」
の
用
法
に
つ
い
て
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考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
用
例
に
つ
い
て
、
出
典
文
献
と
の
比
較
を
行
っ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
型
に
、
分
類
・
整
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ひ
当
該
箇
所
が
出
典
文
献
に
見
出
さ
れ
る
場
合

－
a
、
踏
襲
（
出
典
文
献
に
存
す
る
「
速
」
字
を
今
昔
撰
者
が
そ
の
ま
ま
取
入
れ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
）

（14）

た
と
え
ば
、
こ
れ
は
既
に
峰
岸
明
博
士
の
御
指
摘
に
な
っ
た
例
で
あ
る
が
、

○
融
習
「
我
ガ
教
へ
ノ
如
ク
浮
圏
ヲ
造
レ
　
（
巻
第
九
、
蝕
－
2
）

に
対
し
て
、
出
典
文
献
（
前
田
本
冥
報
記
・
長
治
二
年
点
）
　
で
は
、

○
速
に
我
（
が
）
教
（
の
）
如
（
く
）
浮
圏
を
造
レ

と
あ
る
如
き
場
合
で
あ
る
。

－
b
、
付
加
（
今
昔
撰
者
が
出
典
文
献
に
な
い
「
速
」
字
を
付
け
加
え
た
と
見
ら
れ
る
も
の
）

た
と
え
ば
、

○
必
ズ
冨
領
ヲ
可
得
シ
。
汝
ヂ
謝
↓
父
母
ノ
菅
宅
二
可
返
行
シ
ト
。
（
巻
第
四
、
3
2
8
－
空

に
対
し
て
、
出
典
文
献
（
三
宝
感
応
要
略
録
）
　
で
は
、

○
必
得
冨
餞
。
可
還
父
母
菅
宅
。
（
上
・
2
3
）

と
あ
る
の
み
で
、
「
速
」
字
の
見
え
な
い
場
合
で
あ
る
。

－
C
、
置
換
（
今
昔
撰
者
が
出
典
文
献
の
字
を
「
速
」
字
に
置
き
換
え
た
と
見
ら
れ
る
も
の
）

た
と
え
ば
、

○
沙
門
源
尊
ハ
、
法
花
ヲ
讃
諦
ス
ル
事
多
年
積
レ
リ
。
謝
↓
座
二
可
居
シ
　
（
巻
第
十
三
、
視
－
曇

に
対
し
て
、
出
典
文
献
（
法
華
験
記
）
　
で
は
、



○
沙
門
源
尊
。
讃
訴
法
華
経
年
序
多
積
。
即
坐
厳
座
。
（
上
・
墾

と
あ
る
如
き
場
合
で
あ
っ
て
、
「
早
」
・
「
疾
」
・
「
即
」
・
「
便
」
・
「
当
」
・
「
応
」
・
「
須
」
・
「
宜
」
・
「
善
」
等
の
諸
字
が
置
換
さ
れ
る
。

－
d
、
改
変
（
今
昔
撰
者
が
出
典
文
献
の
文
意
を
変
え
ず
に
表
現
を
改
め
た
と
見
ら
れ
る
も
の
）

た
と
え
ば

○
使
、
此
レ
ヲ
見
テ
、
天
皇
二
此
ノ
由
ヲ
奏
翌
天
皇
、
喜
ム
デ
、
「
囲
↓
将
参
レ
」
ト
仰
七
給
へ
バ
、
使
、
彼
ノ
女
ヲ
将
参
需
天
皇
此
ル
見
給

フ
こ
、
初
ノ
后
・
女
御
ニ
ハ
増
テ
、
美
麗
ナ
ル
事
倍
≧
セ
リ
。
（
巻
第
十
、
旭
－
1
0
）

に
対
し
て
、
出
典
文
献
（
俊
頼
髄
脳
）
　
で
は
、

○
み
か
ど
是
を
聞
召
し
て
む
か
へ
と
り
て
御
覧
じ
け
る
に
、
は
じ
め
お
は
し
け
る
女
御
后
に
も
ま
さ
り
て
め
で
た
く
な
む
お
は
し
け
る
。

と
あ
る
如
き
場
合
で
あ
る
。
出
典
文
献
で
は
、
「
み
か
ど
」
が
楊
貴
妃
を
「
む
か
へ
と
り
て
」
と
地
の
文
で
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
撰
者

が
「
天
皇
」
（
＝
「
み
か
ど
」
）
の
言
葉
と
し
て
逼
れ
て
く
る
よ
う
雲
叩
令
す
る
表
現
に
改
変
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

∞
当
該
箇
所
が
出
典
文
献
に
見
出
さ
れ
な
い
場
合

た
と
え
ば
、

○
不
空
軍
ア
宣
バ
ク
、
「
此
レ
、
枇
沙
門
天
ノ
第
二
ノ
子
猫
健
、
数
ノ
兵
ヲ
随
テ
来
テ
陛
下
。
副
ヘ
ル
也
。
亦
、
彼
ノ
安
西
城
。
行
テ
、
其
ノ
難

ヲ
救
か
ム
故
二
来
レ
ル
也
。

王
、
速
二
食
ヲ
儲
テ
供
シ
可
給
シ
」
ト
。

其
ノ
後
、
四
月
二
成
メ
。
（
巻
第
六
、
7
3
－
1
）

に
対
し
て
、
出
典
文
献
（
三
宝
感
応
要
略
録
）
　
で
は
、

○
答
日
。
此
是
毘
沙
門
第
二
太
子
独
健
。
領
兵
制
陛
下
意
。
往
救
安
城
故
来
辟
也
。
●
其
年
四
月
。
（
中
・
5
8
）

と
あ
り
、
今
昔
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
に
該
当
す
る
表
現
が
存
し
な
い
場
合
で
あ
る
（
●
印
は
該
当
す
る
表
現
が
存
す
べ
き
箇
所
を
示
し
て
い

る）。以
上
の
分
類
に
従
っ
て
、
出
典
文
献
と
の
関
係
を
ま
と
め
る
と
、
表
⑥
の
如
く
な
る
。
こ
の
表
の
合
計
欄
か
ら
、
次
の
二
事
項
を
指
摘
す

今
昔
物
語
集
に
於
け
る
「
速
ニ
」
の
用
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七
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（
表
⑥
）

合

計

俊 日
本
法 日
本
船 弘 興
福
前 一一死

頼 華 橋 賛
別
田 ‾宝

髄
脳
往
生
験
記
霊
異
本 法
華
寺
本
本
冥
感
応

極
楽
記

記 子
伝
伝 大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝

報
記
要
職
録

5 1 3 1
④
踏
襲

㈹
当
該
箇
所
ァ
リ

005 3 81 31 2 1 31 ．8
⑥
付
加

82 1 31 2 1 3 8
㊤
置
換

7 1 1 3 1 1
⑧
改
変

83 1 5 11 6 1 4 7 3

∞
当
該
箇
所
ナ
シ

る
こ
と
が
で
き
る
。

1
、
出
典
文
献
の
「
速
」
字
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
た
と
見
ら
れ
る
ひ
－
a
は
、
全
1
3
6
例
中
5
例
に
す
ぎ
ず
（
3
・
7
％
）
、
他
に
比
し
て
著
し
く
劣

勢
で
あ
る
。

2
、
出
典
文
献
に
は
「
速
」
字
が
存
し
な
い
と
い
う
点
で
共
通
す
る
㈹
－
b
～
仏
の
諸
型
の
中
、
他
に
比
し
て
優
勢
で
あ
る
の
は
、
b
で
あ

る
。

さ
て
、
右
の
1
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
出
典
文
献
の
「
速
」
字
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
た
と
見
ら
れ
る
も
の
が
、
わ
ず
か
全
体
の
2
・
7
％
に
す

ぎ
な
い
こ
と
に
ま
ず
注
目
し
た
い
。
三
分
の
一
程
度
の
分
量
を
対
象
と
し
た
調
査
と
は
い
え
、
今
回
、
比
較
に
用
い
た
出
典
文
献
の
多
く
は

漢
文
資
料
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
「
速
」
字
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
る
所
謂
〝
訓
読
語
″
「
ス
ミ
ヤ
カ
l
こ
が
そ
こ
に
ほ
と
ん
ど
指
摘
さ
れ
な
い



こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
妄
述
べ
た
如
く
、
和
文
調
が
強
い
と
さ
れ
る
巻
第
二
十
以
降
に
も
、
こ
の
「
速
ニ
」
は
、
相
当
数
拾
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
右
の
2
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
b
の
付
加
し
た
と
見
ら
れ
る
型
は
、
い
ず
れ
の
出
典
文
献
に
於
い
て
も
優

位
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
特
定
の
出
典
文
献
に
偏
っ
て
認
め
ら
れ
る
傾
向
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

彼
此
総
合
す
れ
ば
、
今
昔
物
語
集
全
巻
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
る
「
速
二
」
は
、
出
典
文
献
に
影
響
さ
れ
て
、
之
れ
を
受
容
し
た
と
見
る

よ
り
も
、
撰
者
の
積
極
的
な
表
現
行
為
に
係
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

即
ち
、
今
昔
全
巻
に
わ
た
っ
て
、
専
ら
連
用
修
飾
語
と
し
て
、
会
話
文
の
命
令
表
現
中
に
出
現
す
る
「
速
こ
」
は
、
撰
者
固
有
の
文
体
構

築
の
一
営
為
と
し
て
之
れ
を
把
え
得
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

尚
、
「
速
ニ
」
が
、
今
昔
撰
者
に
よ
っ
て
付
加
さ
れ
る
こ
と
に
触
れ
た
も
の
に
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
一
』
（
岩
波
書
店
・
昭

輿
八
木
毅
『
日
本
霊
異
記
の
研
究
』
（
風
間
書
房
・
昭
聖
が
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

三
、
「
速
二
」
の
用
法
の
位
相
的
考
察

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
り
、
今
昔
に
使
用
さ
れ
る
「
速
ニ
」
は
、
出
典
に
既
存
の
も
の
を
踏
襲
し
た
場
合
も
皆
無
で
は
な
い
が
、
そ
の
多

く
は
、
撰
者
の
付
加
し
た
場
合
で
あ
る
可
能
性
の
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

さ
て
、
撰
者
が
出
典
に
左
右
さ
れ
ず
に
「
速
ニ
」
を
自
ら
の
表
現
行
為
と
し
て
好
ん
で
用
い
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
今
昔
物
語
集
の
文

体
を
考
え
る
上
で
、
一
体
、
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
速
二
」
が
所
謂
「
漢
文
訓
読
語
」
で
あ
る
と
従
来
説
か
れ
て
来
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
さ
ら
、
多
言
を
要
す
ま
い
。

こ
の
「
漢
文
訓
読
語
」
の
性
格
に
つ
い
て
、
築
島
裕
博
士
は
、

〇
日
常
会
話
語
か
ら
の
距
離
は
、
仮
名
の
日
記
物
語
よ
り
も
大
き
く
て
、
当
時
と
し
て
は
一
種
の
文
章
語
で
あ
っ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で

今
昔
物
語
集
に
於
け
る
「
速
ニ
」
の
用
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九
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あ
ら
う
と
思
ふ
。（15）

と
説
い
て
い
ら
れ
る
。
大
局
的
に
は
従
う
べ
き
御
説
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
今
回
、
小
論
の
筆
者
が
問
題
と
し
て
い
る
「
速
ニ
」
に

つ
い
て
は
、
近
時
、
こ
れ
と
は
異
な
っ
た
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

関
一
雄
氏
は
、
平
安
朝
仮
名
文
字
作
品
や
和
漢
混
清
文
で
書
か
れ
た
作
品
に
使
用
さ
れ
る
「
と
く
」
「
早
く
」
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
の
用
例
を

検
討
し
、
O
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
は
、
平
安
か
ら
院
政
鎌
倉
へ
か
け
て
、
如
上
の
よ
う
な
意
味
（
筆
者
注
〝
躊
躇
ナ
ク
敏
捷
ニ
″
）
を
荷
っ
て
日
常
会
話
語

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（16）

と
説
か
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
、

○
こ
れ
（
筆
者
注
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
）
が
会
話
文
に
多
く
表
わ
れ
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
た
だ
、
平
安
の
物
語
の
最

盛
期
に
は
、
物
語
用
語
の
選
択
の
規
準
が
厳
密
に
な
り
、
節
い
お
と
さ
れ
た
日
常
会
話
語
も
多
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
物
語
中
の
会
話

文
も
そ
の
制
約
の
中
に
あ
っ
た
箸
で
あ
る
。
源
氏
物
語
に
登
場
す
る
儒
者
・
僧
侶
・
宿
直
人
な
ど
が
い
わ
ゆ
る
漢
文
訓
読
語
を
用
い
る

の
は
、
恋
愛
小
説
と
し
て
の
物
語
の
場
面
に
は
な
じ
ま
な
い
人
物
と
し
て
描
き
出
さ
れ
た
た
め
と
考
え
た
い
。

と
解
釈
し
て
い
ら
れ
る
。

右
の
考
え
方
は
、
関
氏
の
「
漢
文
訓
読
語
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
日
常
会
話
語
に
近
い
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
一

（17）

連
の
御
説
を
継
承
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
、
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
と
思
う
。

但
し
、
関
氏
の
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
虻
っ
い
て
の
検
討
は
、
平
安
朝
仮
名
文
字
作
品
や
和
漢
混
清
文
の
作
品
を
対
象
と
し
た
分
析
に
重
き
が

置
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
訓
点
資
料
等
の
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
と
語
形
・
意
味
用
法
な
ど
の
点
で
、
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
か
と
い
っ
た
問
題

に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
本
項
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
更
に
考
察
を
す
す
め
る
こ
と
と
し
た
い
。



〔
こ
平
安
時
代
和
文
の
検
討

ま
ず
、
平
安
時
代
の
和
文
資
料
を
中
心
に
検
討
す
る
。
和
文
で
書
か
れ
た
平
安
時
代
の
仮
名
文
字
作
品
に
「
速
ニ
」
が
出
現
す
る
場
合
、

（18）

そ
の
多
く
が
会
話
文
中
に
現
れ
る
こ
と
は
、
既
に
関
氏
の
説
か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（

1

9

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

○

さ
て
、
そ
の
用
法
を
見
る
に
、
今
回
調
査
し
得
た
表
⑦
の
諸
文
献
に
於
い
て
は
、
全
例
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
の
形
で
連
用
修
飾
語
と
し
て
用

い
ら
れ
、
又
、
会
話
文
に
あ
っ
て
は
命
令
表
現
を
と
る
こ
と
が
原
則
的
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

○
か
ぢ
と
り
の
ま
う
し
て
た
て
ま
つ
る
こ
と
は
、
「
こ
の
ぬ
さ
の
ち
る
か
た
に
、
み
ふ
ね
す
み
や
か
に
こ
が
し
め
た
ま
へ
。
」
と
ま
う
し
て
た

て
ま
つ
る
。
（
土
左
日
記
・
一
月
廿
六
日
、
4
5
頁
）

○
あ
す
ら
「
（
中
略
）
な
む
ぢ
す
み
や
か
に
ま
か
り
か
へ
り
て
、

あ
す
ら
の
た
め
に
大
般
若
を
か
き
く
や
う
せ
よ
。
な
む
ぢ
、
日
の
本
の
ち
1

は
ゝ
に
つ
か
ふ
べ
き
た
よ
り
を
あ
た
へ
む
」
と
い
ふ
と
き
に
、
（
宇
津
保
物
語
・
と
し
か
げ
、
九
・
2
）

（
衆
共
カ
）

○
う
も
の
ず
そ
あ
ら
く
て
け
さ
う
す
。
「
（
中
略
）

す
み
や
か
に
ま
か
り
と
ゞ
ま
り
給
へ
。

い
と
ふ
ぴ
ん
な
り
。
ゐ
ん
を
も
を
ひ
す
て
ん
」
な

ど
い
ひ
て
、
（
宇
津
保
物
語
・
ま
つ
り
の
つ
か
ひ
、
四
三
七
・
九
）

○
母
北
方
も
や
か
て
つ
と
ゝ
ら
え
て
ま
た
こ
ゝ
に
な
む
と
奏
す
れ
は
と
く
く
其
心
ち
つ
く
ろ
ひ
（
や
め
）
て
す
か
や
か
に
く
た
す
へ
き
よ

し
母
北
方
す
み
や
か
に
あ
け
奉
れ
と
宜
旨
あ
る
に

（
栄
花
物
語
・
巻
第
五
、
九
・
8
）

右
の
傍
線
を
付
し
た
よ
う
に
、
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
は
、
多
く
活
用
語
の
命
令
形
と
共
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
大
鏡
・
師

芦
の
例
、

〇
八
顧
の
御
ま
へ
は
）
い
と
あ
は
れ
に
お
ぼ
し
め
し
て
、
「
（
中
略
）
い
ま
、
し
か
す
ま
じ
き
よ
し
、
す
み
や
か
に
い
は
せ
ん
。
か
く
い
ま
し

た
る
こ
と
、
あ
る
ま
じ
き
こ
と
也
。
人
し
て
こ
そ
い
は
せ
給
は
め
。
と
く
か
へ
ら
れ
ね
」
と
お
は
せ
ら
れ
け
れ
ば
（
二
三
貢
）

な
ど
は
、
「
命
令
表
現
」
と
は
言
い
難
く
、
表
で
は
（
そ
れ
以
外
）
の
所
に
分
類
し
た
。
但
し
、
傍
線
部
の
如
く
、
使
役
を
表
す
「
す
」
に
意

（20）

志
を
表
す
「
ん
（
む
）
」
が
承
接
し
て
文
末
は
丁
せ
ん
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
命
令
表
現
」
を
「
相
手
に
行
為
を
要
求
す
る
表
現
」
と
広
く

今
昔
物
語
集
に
於
け
る
「
遠
ニ
」
の
用
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一
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解
す
れ
ば
、
こ
れ
も
、
一
応
、
「
命
令
表
現
」
　
に
準
ず
る
例
と
見
倣
し
得
る
か
も
知
れ
な
い
。

尚
、
地
の
文
に
出
現
す
る
竹
取
物
語
の
例
、

一
七
二

○
中
納
言
の
給
は
く
、
よ
き
事
な
り
と
て
、
す
み
や
か
に
、
あ
な
ら
ゐ
こ
ぼ
ち
て
、
人
み
な
か
へ
り
ぬ
。
（
古
本
・
二
〇
六
貢
）

は
、
関
氏
も
説
か
れ
る
如
く
、
古
本
系
統
本
に
の
み
あ
ら
わ
れ
る
用
例
で
、
通
行
本
系
統
本
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
確

（
表
⑦
）

計

讃 浜 更 大

鏡

栄 源 枕 宇 購 大 土 竹 類

別

文
献
名

岐 松 級 花 氏 草 津 蛤 □不 左 取
典
侍
日
記

中
納
言
物
語

日
＿

物
語
物
語
子 保 R
H
物
語
［口 物
語記 物

語
記 記

9 2 0 0 0 2 0 0 4 0 0 1 0

命
令
表
現
会

話

文2 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0

そ
れ
以
外

2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
地
の
文

（
注
記
）
連
用
修
飾
語
（
　
－
　
こ
）
　
と
し
て
の
用
法
の
み
。



例
と
す
る
に
は
疑
の
残
る
も
の
で
あ
る
。

〔
二
〕
平
安
時
代
漢
文
訓
読
文
の
検
討

先
に
も
述
べ
た
如
く
、
形
容
動
詞
語
幹
「
ス
ミ
ヤ
カ
」
は
従
来
、
所
謂
〝
漢
文
訓
読
声
と
説
か
れ
て
来
た
だ
け
に
、
和
文
資
料
に
比
べ

て
訓
点
資
料
の
用
例
は
、
は
る
か
に
豊
富
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
訓
点
資
料
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
用
例
を
も
と
に
、
「
ス
ミ
ヤ
カ
」
の
用
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

（21）

表
⑧
に
示
し
た
通
り
、
漢
文
訓
読
文
の
「
ス
ミ
ヤ
カ
」
は
和
文
よ
り
も
用
法
の
広
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

第
一
に
、
連
用
形
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
以
外
の
活
用
形
の
存
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

川
未
然
形
の
例
一

○
女
の
言
（
は
く
）
、
「
汝
か
神
力
を
以
（
て
）
我
（
れ
）
を
仏
と
成
ら
む
を
観
よ
。
復
（
た
）
、
此
（
れ
）
よ
。
り
。
〔
於
〕
速
（
か
）
な
ら
む
。
」

と
。
（
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
巻
第
五
・
⑥
1
6
）

伺
終
止
形
の
例

（

リ

セ

キ

）

　

　

　

（

カ

ツ

）

　

　

　

（

ヤ

マ

ヒ

）

ス

（

ミ

ヤ

カ

）

○
李
劾
（
人
名
）
、
嘗
　
（
テ
）
、
疾
　
重
　
な
り
（
神
田
本
白
氏
文
集
巻
第
三
・
5
8
）

困
連
体
形
の
例

（の）

○
何
ソ
期
（
／
）
速
ヤ
カ
ナ
ル
ヤ
〔
欺
〕
　
（
前
掲
・
慈
恩
伝
）

第
二
に
、
会
話
文
中
に
限
ら
ず
、
地
の
文
に
も
広
く
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
表
⑧
の
合
計
欄
に
よ
れ
ば
、
全
1
1
7
例
中
3
2
例
が
地

の
文
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
第
三
に
、
会
話
文
に
あ
っ
て
も
、
命
令
表
現
に
限
ら
ず
、
種
々
の
表
現
に
広
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

石
山
寺
蔵
仏
説
太
子
須
陀
肇
経
平
安
中
期
点
の
例
、

（
タ
イ
シ
）
　
（
タ
ウ
シ
）
　
　
　
　
（
カ
タ
）
　
　
　
　
　
　
（
ノ
タ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
キ
ミ
）
　
（
ス
ミ
ヤ
カ
）
　
　
（
上
　
（
サ
）

○
太
子
道
土
　
（
1
こ
譜
　
（
リ
テ
）
　
言
　
（
バ
ク
）
。
「
卿
速

今
昔
物
語
集
に
於
け
る
「
速
二
」
　
の
用
法
に
つ
い
て

に
疾
く
去
　
（
リ
）
ね
。
王
　
若
知
ナ
者
便

（
ワ
ウ
）
　
（
モ
シ
）
サ
ト
　
　
は
（
ス
ナ
ハ
）

王
若
知
ナ
者
便
　
（
チ
）
拒
く
瀞
ヒ
雷

一
七
三
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（
キ
ミ
）
ト
ラ

卿
を
奪
へ
テ
　
（
ム
）
。
」
　
（
7
8
行
）

の
如
く
、
命
令
表
現
中
に
供
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
（
そ
れ
以
外
）
の
表
現
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
方
が
む
し
ろ
多
く
、
会

話
文
の
例
全
7
5
例
中
6
0
例
が
命
令
表
現
以
外
の
箇
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

何
疑
問
表
現
中
の
例

○
大
荘
厳
王
い
【
間
】
仏
は
何
等
の
法
を
か
行
（
じ
）
た
ま
ふ
〔
か
〕
、
速
（
か
）
に
菩
提
を
得
た
ま
ふ
（
や
）
ト
間
（
ひ
た
て
ま
つ
る
）
に
、

（
法
華
義
疏
・
序
晶
末
欄
）

列
列
l
訂
　
　
　
　
ヤ

○
王
乃
（
し
）
信
－
然
　
（
と
し
て
）
　
「
日
」
　
（
朱
訂
）
　
（
く
）
、
鹿
王
何
ゾ
遽
二
乗
レ
ル
耶
ト
（
の
）
タ
マ
フ
。
（
大
唐
西
域
記
・
巻
第
七
7
3
）

ス
ミ
ヤ
カ

㈲
推
量
表
現
中
の
例

○
福
報
無
連
（
な
）
ラ
む
、
謝
吋
当
に
出
離
せ
む
、
（
中
略
）
」
と
の
た
ま
ふ
。
（
西
大
寺
本
黄
勝
王
経
巻
一
・
如
来
寿
量
晶
第
二
）

何
意
志
表
現
中
の
例

つ・・

〇
若
（
し
）
謝
吋
大
衆
の
境
界
を
悟
（
り
）
て
速
に
売
上
正
等
菩
提
を
証
し
、
速
に
一
切
の
善
「
法
」
　
（
白
補
）
満
願
を
満
〔
テ
〕
（
て
）
ム
と
、

求
メ
　
（
む
に
）
　
は
　
〔
者
〕
　
（
東
大
寺
蔵
十
輪
経
善
業
遺
品
第
六
之
二
）

刷
説
明
表
現
中
の
例

ス
ミ
ヤ

○
頭
を
説
（
き
）
て
「
日
」
　
（
白
補
）
　
（
は
く
）
、
（
中
略
）
疾
∴
か
）
　
に
等
持
を
証
し
、
衆
の
聖
の
行
処
を
楽
ブ
。
（
東
大
寺
蔵
十
輪
経
善
業
道
品

第
六
之
二
）

幻、l、l刊か

○
如
来
嘆
（
じ
て
）
日
（
く
）
、
（
中
略
）
妙
法
を
聞
（
く
に
）
垂
（
む
と
し
て
）
遽
二
変
－
化
に
従
（
ふ
）
。
（
大
唐
西
域
記
巻
第
七
・
通
）

タ
チ
マ
チ

等
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
三
〕
平
安
時
代
和
化
漢
文
の
検
討

和
化
漢
文
資
料
に
於
け
る
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
及
び
そ
の
類
義
語
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
峰
岸
明
博
士
・
鈴
木
恵
氏
の
詳
論
が
あ
る
。



へ
表
⑧
）

計
石 1＼ノ 申ナスl

輿 龍 無 南 知 申．↓1T．
法 太
∵
サ 法 東 西 小

山 字 田 福 光 量 海 恩 呪 華 子 中 華 大 大
寺 文 本 寺 院 義 寄 院 、レ 義 須 辺 経 寺 寺 本
蔵 殊 白 本 蔵 経 帰 蔵 経 疏 陀 論 玄 蔵 本 四
西 儀 氏 慈 法 内 十 肇 賛 十 最 分
域
記
軌 文
集
恩
伝
華
経
法
伝
輪
経

経 輪
経
勝
王
経

律

51 2 1 0 4 2 0 0 0 0 0 2 0 0 2 2 0

命

令
表

現

06 3 0 0 2 5 0 0 3 0 2 1 0 4 53 5 0

そ
れ
以

外

23 1 2 2 8 2 1 0 0 7 0 1 1 2 1 4 0

地

の
文

3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0

心
話

文

㊧

－
ナ

ラ

1

㊤

－
ナ

リ

3

㊥

】

ナ

ル

3

0 0

㊤

－
ナ

リ

2

㊨

－
ナ

ル

2

㊤

－

ナ
リ

1

㊥

－

ナ

ル

1

㊥

－

ナ

ラ

1

ハU 0 0 0 0 0 ハU 0 0 0 0

今
昔
物
語
集
に
於
け
る
「
速
二
」
の
用
法
に
つ
い
て

一
七
五
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（22）

峰
岸
明
博
士
は
、
古
記
録
で
は
「
早
」
字
が
頻
用
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
「
は
や
く
」
の
漢
字
表
記
と
認
定
さ
れ
た
上
で
、
「
と

（23）

く
，
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
・
早
（
ハ
ヤ
ク
）
」
を
、
和
文
調
・
漢
文
訓
読
調
・
記
録
調
の
三
位
相
語
対
立
の
用
語
と
し
て
、
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
博
士
は
、

三
巻
本
色
葉
字
類
抄
の
掲
出
字
や
高
山
寺
本
古
往
来
の
付
訓
例
・
用
法
よ
り
、
記
録
資
料
の
「
早
」
字
が
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
と
訓
ぜ
ら
れ
た

可
能
性
も
考
慮
に
入
れ
て
い
ら
れ
る
が
、
結
論
的
に
は
、
記
録
資
料
に
於
い
て
多
用
さ
れ
る
「
早
」
字
の
諸
例
は
概
ね
「
は
や
く
」
の
漢
字

（24）

表
記
で
あ
る
と
考
え
て
い
ら
れ
る
寸
っ
で
あ
る
。

高
山
寺
本
古
往
来
の
「
早
」
字
は
、

○
抑
所
ノ
被
タ
ル
報
稲
撃
フ
ク
彗
ヤ
カ
。
奉
借
（
空

へ
シ

の
一
例
を
除
い
て
、
他
は
悉
く
、

セ
ラ
ル

〇
割
列
以
彼
ノ
期
↓
可
シ
被
進
上
一
（
2
7
9
）

の
如
く
「
は
や
く
」
と
訓
じ
て
い
る
。
他
に
も
、
天
理
本
日
本
往
生
極
楽
記
応
徳
三
年
朱
点
の
如
く
、

ス
ミ
ヤ
カ
ニ
（
セ
ヨ
）
　
ヨ
リ
モ
　
ノ

○
早
　
　
目
　
例
時
（
二
五
ウ
7
）

「
早
」
字
を
「
ス
ミ
ヤ
カ
l
こ
と
訓
じ
た
例
も
存
す
る
が
、
や
は
り
、
こ
れ
は
、
例
外
的
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
、

○
又
仰
云
、
剖
久
l
承
仰
左
府
召
人
、
男
共
、
（
殿
暦
、
康
和
四
年
十
二
月
二
日
）

（主）

○
口
上
仰
云
、
刊
刻
、
在
祝
言
内
取
出
大
間
鯵
置
座
右
、
取
筍
候
、
（
後
二
条
師
通
記
、
寛
治
七
年
正
月
廿
七
日
）

．

1

列

テ

　

　

ケ

ト

○
此
事
忍
シ
匡
一
早
去
我
国
一
往
檀
徳
山
t
　
（
前
田
家
本
三
宝
給
、
上
1
5
ウ
1
）

ク

　

　

ハ

テ

カ

ラ

キ

ヲ

　

　

ク

ル

○
早
去
将
門
懐
酷
怨
一
両
暫
隠
臭
。
（
真
福
寺
本
将
門
記
・
1
1
3
）

の
如
く
、
「
は
や
く
」
訓
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
認
め
る
こ
と
に
は
大
過
あ
る
ま
い
と
思
う
。

又
、
鈴
木
恵
氏
は
、
日
本
霊
異
記
に
於
け
る
「
急
」
字
が
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
訓
を
担
い
、
会
話
文
中
に
あ
り
、
命
令
表
現
中
に
用
い
ら
れ

る
例
の
多
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
が
、
中
国
に
於
け
る
用
法
と
も
、
他
の
和
化
漢
文
資
料
と
も
異
な
っ
た
、
撰
述
者
景
戒
独
自
の
用
字



（25）

意
識
よ
り
結
果
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
か
れ
た
。

今
昔
に
も
多
大
の
影
響
を
与
え
た
本
邦
説
話
文
学
の
先
駆
・
日
本
霊
異
記
に
、
用
字
の
差
こ
そ
あ
れ
、
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
が
、
今
昔
と
同
様
、

会
話
文
の
命
令
表
現
中
に
多
用
さ
れ
る
事
実
は
、
注
目
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
両
氏
の
検
討
に
若
干
の
私
見
を
加
え
て
み
た
次
第
で
あ
る
。
紙
幅
の
制
約
も
あ
っ
て
、
柳
か
疎
略
な
叙
述
に
走
っ
た
嫌
い
は
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
、
平
安
時
代
の
和
化
漢
文
に
於
い
て
は
、
所
謂
漢
文
訓
読
語
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
に
対
立
す
る
と
見
ら
れ
る
、
記
録
語
と
し
て

の
「
早
（
ハ
ヤ
ク
）
」
が
一
般
的
に
は
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
又
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
は
、
例
外
的
に
日
本
霊
異
記
の
「
急
」
字
が
「
ス

ミ
ヤ
カ
ニ
」
訓
を
担
っ
て
、
今
昔
に
通
ず
る
用
法
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
の
二
点
を
確
認
し
得
た
か
と
思
う
。

四
、
平
安
時
代
の
和
文
と
漢
文
訓
読
文
に
於
け
る
「
ス
ミ
ヤ
カ
」
の
用
法
差

こ
こ
で
、
三
で
検
討
し
た
結
果
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
如
く
な
ろ
う
。

1
、
平
安
時
代
の
和
文
の
「
ス
ミ
ヤ
カ
」
は
、
全
例
連
用
修
飾
語
と
し
て
機
能
す
る
副
詞
的
用
法
で
あ
っ
て
、
会
話
文
に
あ
っ
て
命
令
表
現

中
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
原
則
的
で
あ
る
。

2
、
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
文
の
「
ス
ミ
ヤ
カ
」
は
、
未
然
・
終
止
・
連
体
の
各
活
用
形
の
例
が
存
し
、
形
容
動
詞
と
認
め
ら
れ
る
。
連
用

形
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
は
、
出
現
箇
所
も
会
話
文
に
限
ら
ず
、
又
、
命
令
表
現
以
外
の
種
々
の
表
現
に
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

3
、
平
安
時
代
の
和
化
漢
文
に
於
い
て
は
、
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
と
位
相
的
対
立
を
示
す
「
早
（
ハ
ヤ
ク
）
」
が
頻
用
さ
れ
る
。
但
し
、
日
本
霊
異
記

の
「
急
」
字
は
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
訓
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
会
話
文
の
命
令
表
現
中
に
集
中
す
る
。

さ
て
、
右
の
三
点
の
う
ち
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
1
・
2
の
事
実
で
あ
る
。
即
ち
、
和
文
資
料
に
、
少
な
い
な
が
ら
見
出
さ
れ
る
「
ス

ミ
ヤ
カ
ニ
」
の
用
法
は
、
極
め
て
固
定
的
・
限
定
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
漢
文
訓
読
文
の
そ
れ
は
、
和
文
の
用
法
も
含
め
て
多
種
多
様
で
あ

り
、
か
な
り
広
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
昔
物
語
集
に
於
け
る
「
速
ニ
」
の
用
法
に
つ
い
て
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和
文
の
、
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
を
含
む
会
話
の
話
し
主
が
、
〝
か
ぢ
と
り
″
〝
あ
す
ら
″
〝
山
ぶ
し
″
と
い
っ
た
上
流
貴
族
で
な
い
者
を
含
む
こ

と
も
合
わ
せ
考
え
る
と
、
関
氏
の
説
か
れ
る
如
く
和
文
資
料
の
会
話
文
中
に
認
め
ら
れ
る
「
ス
ミ
ヤ
カ
」
を
、
当
時
の
日
常
会
話
語
と
認
め

る
こ
と
は
首
肯
さ
れ
よ
う
か
と
思
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
は
、
直
ち
に
、
訓
読
語
「
ス
ミ
ヤ
カ
」
が
日
常
会
話
語
で
あ
る
と
規
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
は
限
ら
な

い
。
語
形
は
、
同
じ
で
あ
る
が
、
日
常
会
話
語
の
「
ス
ミ
ヤ
カ
」
と
漢
文
訓
読
文
の
そ
れ
と
で
は
、
用
法
上
一
線
を
画
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

抑
も
、
漢
文
訓
読
の
文
表
現
は
、
原
理
的
に
も
、
予
め
文
字
言
語
と
し
て
表
現
さ
れ
た
「
漢
文
」
を
〝
理
解
（
読
解
）
す
る
〟
と
い
う
過

（26）

程
が
存
す
る
所
に
、
和
文
の
自
由
な
表
現
と
は
本
質
的
な
相
違
が
あ
り
、
原
漢
文
の
用
字
の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
面
が
あ
る
。
従
来
、

平
安
時
代
の
訓
点
資
料
に
於
い
て
は
、
「
速
」
「
急
」
「
遽
」
「
壷
」
「
促
」
「
忽
」
「
疾
」
「
即
」
の
諸
字
を
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
と
訓
じ
た
例
が
極

（27）

め
て
多
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
又
、
こ
れ
ら
の
諸
字
が
原
漢
文
中
に
、
会
話
文
・
地
の
文
等
の
相
違
に
拘
ら
ず
、
又
、
文
表
現
の
種

（28）

類
に
拘
ら
ず
広
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
部
分
的
な
が
ら
既
に
説
か
れ
て
い
て
、
彼
此
考
え
合
わ
せ
る
と
、
訓
点
資
料
に
於
け
る
「
ス
ミ
ヤ
カ

ニ
」
の
用
法
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
も
強
ち
偶
然
の
所
産
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

右
の
解
釈
の
適
否
に
つ
い
て
は
、
今
後
な
お
そ
の
詳
細
な
討
究
に
侯
つ
と
こ
ろ
が
多
い
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
、

○
和
文
の
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
＝
日
常
会
話
語
の
用
法
（
漢
文
訓
読
文
の
用
法

と
い
う
式
の
成
立
す
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
立
証
し
得
た
か
と
思
う
。

む
す
び
⊥
7
昔
物
語
集
に
於
け
る
「
速
二
」
の
用
法
の
文
章
史
的
意
味
　
－

以
上
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
標
題
に
掲
げ
た
、
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
「
速
ニ
」
の
問
題
に
立
返
っ
て
考
察
し
、
小
論
の
結
び

と
し
た
い
。



出
典
に
左
右
さ
れ
な
け
、
今
昔
物
語
集
撰
者
の
文
体
構
築
の
一
営
為
と
認
め
得
る
「
速
。
」
の
用
法
は
、
会
話
文
の
命
令
表
現
中
に
固
定

的
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
前
項
に
於
い
て
明
ら
か
に
し
た
所
よ
り
、
こ
れ
は
、
漢
文
訓
読
文
の
用
法
と
は
一
致
せ
ず
、
日
常
会
話
語
の
そ
れ
で
あ
っ
た
と

認
め
得
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
今
昔
全
巻
の
会
話
文
に
分
布
す
る
「
速
二
」
は
、
漢
文
訓
読
調
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
く
、

当
時
の
日
常
会
話
語
を
巧
み
に
反
映
さ
せ
た
撰
者
の
表
現
行
為
の
所
産
と
見
倣
す
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
「
速
ニ
」
の
分
布
が
会

話
文
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
必
ず
し
も
所
謂
「
文
体
基
調
」
の
指
標
と
は
認
め
難
い
が
、
今
昔
撰
者
の
積
極
的
な
表
現
行
為
の
一

と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。

右
の
こ
と
を
簡
単
に
図
示
す
れ
ば
、
次
の
如
く
な
ろ
う
。

〔
平
安
時
代
の
「
ス
ミ
ヤ
カ
」
〕

［
園
（
文
章
理
解
の
場
）
＝
文
章
理
解
語
の
用
法
…
…
…
↓
×

㊧

用
法
＜⑳
〔
連
用
修
飾
・
会
話
文
・
命
令
表
現
〕

［
鳳
凶
（
文
章
表
現
の
場
）
＝
日
常
会
話
語
の
用
法

の集語物昔今

◎
撰
者
の
表
現

今
昔
物
語
集
に
於
け
る
「
速
ニ
」
の
用
法
に
つ
い
て
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小
論
で
は
、
0
今
昔
物
語
集
の
「
速
ニ
」
に
つ
い
て
、
そ
の
文
章
史
的
意
味
を
聞
明
せ
ん
と
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
な
が
ら
、
又
、
⇔
平

安
時
代
の
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
を
通
し
て
、
文
章
理
解
・
文
章
表
現
と
い
っ
た
言
語
行
為
と
語
の
用
法
と
の
間
の
相
関
性
と
い
っ
た
問
題
に
つ

い
て
も
考
え
て
み
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

0
・
0
そ
れ
ぞ
れ
に
、
今
後
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
最
後
に
、
そ
の
主
な
問
題
点
を
掲
げ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
H
に
関
し
て
、

1
、
今
昔
の
「
速
ニ
」
は
、
日
本
霊
異
記
の
「
急
」
字
の
用
法
を
継
承
し
た
と
は
見
ら
れ
な
い
か
。

小
論
二
で
も
扱
っ
た
よ
う
に
本
邦
説
話
文
学
の
先
駆
で
あ
る
日
本
霊
異
記
が
今
昔
に
与
え
た
影
響
は
絶
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
充

分
そ
の
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
こ
れ
は
、
日
本
霊
異
記
の
用
法
も
、
今
昔
と
同
様
、
当
時
の
日
常
会
話
語
の
反

（29）

峡
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
包
括
的
に
解
釈
す
る
方
向
も
あ
ろ
う
。
日
本
霊
異
記
と
は
、
使
用
字
種
も
異
な
り
、
又
、
日
本
霊
異
記

を
依
拠
資
料
と
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
更
に
「
速
ニ
」
を
付
加
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
し
て
、
小
論
の
筆
者
は
、
現
段
階

で
は
、
こ
れ
を
日
本
霊
異
記
が
今
昔
に
与
え
た
影
響
で
あ
る
と
は
考
え
難
い
と
判
断
す
る
。

2
、
今
昔
全
巻
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
る
、
他
の
語
句
や
表
現
形
式
と
の
か
か
わ
り
は
如
何
で
あ
る
か
。

3
、
今
昔
以
外
の
、
所
謂
和
漢
混
清
文
の
作
品
に
於
け
る
「
速
二
」
　
の
用
法
は
如
何
で
あ
る
か
。

例
え
ば
、
廷
慶
本
平
家
物
語
に
は
、
「
ス
ミ
ヤ
カ
」
の
例
が
2
3
例
拾
わ
れ
る
。
こ
の
中
、
1
1
例
が
、
会
話
文
中
の
使
用
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は

悉
く
命
令
表
現
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

○
何
者
ソ
御
出
ノ
成
ル
ニ
洛
中
二
テ
馬
二
乗
ル
程
ノ
者
ノ
下
馬
仕
ラ
サ
ル
ハ
圏
カ
ー
こ
罷
留
テ
下
り
候
へ
ト
申
ケ
レ
ト
モ
（
第
一
本
・
五
五
ウ
3
）

ス
ミ
ヤ
カ

○
速
　
二
大
将
軍
ヲ
注
申
せ
誰
二
可
仰
付
一
ソ
ト
御
足
ア
リ
ケ
（
レ
）
ハ
　
（
第
二
中
二
三
七
ウ
5
）

（30）

延
慶
本
平
家
物
語
の
会
話
文
中
の
用
語
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
既
に
小
林
芳
規
博
士
の
御
報
告
も
あ
り
、
今
昔
の
「
速
ニ
」
を
日
常
会
話
語

の
用
法
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
の
一
傍
証
た
り
得
る
と
思
う
。
と
同
時
に
、
延
慶
本
平
家
物
語
の
場
合
、
「
ス
ミ
ヤ
カ
」
の
使
用
が
会
話
文



に
限
定
さ
れ
ず
、
又
、
「
ス
ミ
ヤ
カ
ナ
リ
」
等
の
活
用
形
の
例
も
拾
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

○
子
孫
ノ
昇
進
ハ
龍
ノ
雲
二
昇
ル
ヨ
リ
モ
猶
功
利
刃
男
（
第
一
本
・
二
四
ウ
8
）

エ
ン

○
逆
臣
忽
二
滅
亡
シ
凶
徒
帥
退
散
シ
テ
四
海
波
静
二
八
墳
嵐
治
ラ
ン
事
掌
ヲ
返
サ
ン
ヨ
リ
モ
猶
笥
叫
へ
シ
（
第
一
末
・
四
五
オ
7
）

今
昔
と
の
文
体
差
を
考
え
る
上
で
の
一
指
標
と
な
り
得
る
か
も
知
れ
な
い
。

又
、
日
に
関
し
て
も
、

4
、
和
化
漢
文
に
於
け
る
「
は
や
く
」
・
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
の
意
味
・
用
法
上
の
関
係
は
如
何
で
あ
る
か
。

訓
点
の
施
さ
れ
た
和
化
漢
文
資
料
に
つ
い
て
、
更
に
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
尚
、
三
〔
三
〕
に
挙
例
の
「
早
」
二

例
が
、
共
に
命
令
表
現
中
の
使
用
で
あ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。

5
、
日
常
会
話
語
と
し
て
の
「
ス
ミ
ヤ
カ
」
は
、
い
つ
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
が
出
来
る
か
。

（31）

築
島
裕
博
士
も
説
か
れ
る
如
く
、
「
ス
ミ
ヤ
カ
」
の
形
は
、
上
代
の
例
を
見
ず
、
平
安
初
期
の
点
本
か
ら
例
が
見
え
る
。

（32）

萬
葉
集
に
は
、
「
ス
ミ
ヤ
カ
」
と
関
係
の
あ
る
「
ス
ム
ヤ
ケ
シ
」
の
例
が
、
二
例
認
め
ら
れ
、

〇
着
無
く
病
あ
ら
せ
ず
急
け
く
還
し
賜
は
ね
本
の

国
連
に
（
巻
第
六
・
一
〇
二
〇
二
〇
二
一
）

○
他
国
は
住
み
悪
し
と
そ
い
ふ
す
む
や
け
く
〔
須
牟
也
気
久
〕
早
帰
り
ま
せ
懸
ひ
死
な
ぬ
と
に

と
あ
る
。
傍
線
部
の
如
く
、
い
ず
れ
も
命
令
表
現
中
の
使
用
と
認
め
ら
れ
、
注
目
さ
れ
る
。

（
巻
第
十
五
・
三
七
四
八
）

注

（
1
）
　
池
田
（
現
大
坪
）
併
治
「
禁
止
表
現
法
史
」
（
『
国
語
国
文
』
第
6
巻
望
万
、
昭
1
1
・
1
0
）
に
始
ま
る
こ
の
種
の
研
究
は
、
後
、
更
に
綿
密
に
な
り
、

巻
毎
で
は
な
く
、
説
話
毎
の
和
文
調
の
度
合
・
訓
読
調
の
度
合
を
追
求
す
る
方
向
に
向
う
。
最
も
徹
底
し
て
之
れ
を
行
っ
た
の
は
、
松
尾
拾
『
今
昔

物
語
集
の
文
体
の
研
究
』
（
昭
輿
明
治
書
院
）
で
あ
る
。

今
昔
物
語
集
に
於
け
る
「
速
ニ
」
の
用
法
に
つ
い
て
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二

峰
岸
明
「
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
変
体
漢
文
の
影
響
に
つ
い
て
－
『
間
』
　
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て
－
」
　
（
『
国
語
学
』
　
3
6
集
、
昭
3
4
・
3
）
。

山
口
佳
紀
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
基
調
に
つ
い
て
－
『
由
（
ヨ
シ
）
』
　
の
用
法
を
通
し
て
－
」
　
（
『
国
語
学
』
　
6
7
集
、
昭
4
1
・
1
2
）
。

舷
城
俊
太
郎
「
今
昔
物
語
集
の
疑
問
副
詞
『
何
ソ
』
　
『
何
ト
』
　
『
何
テ
』
」
　
（
『
国
語
学
』
　
7
7
集
、
昭
4
4
・
6
）
　
に
始
ま
る
。

コ
ト
カ
ギ
リ
ナ

山
口
（
旧
姓
橋
本
）
仲
美
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
に
関
す
る
一
考
察
－
『
事
元
限
シ
』
を
め
ぐ
っ
て
ト
」
（
『
国
語
学
』
7
9
集
、
昭
4
4
・
翌
に
始

ま
る
。注
3
・
5
文
献

注
4
文
献

遠
藤
好
英
「
今
昔
物
語
集
の
文
章
の
性
格
と
史
的
位
置
－
会
話
の
引
用
～
様
形
式
の
考
察
を
中
心
に
1
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
4
0
韓
、
昭
4
4
・

6）。船
城
俊
太
郎
「
今
昔
物
語
集
の
　
「
弥
ヨ
」
を
め
ぐ
っ
て
」
　
（
『
国
語
学
』
　
1
3
5
・
1
3
6
集
、
昭
5
8
・
1
2
、
昭
5
9
・
3
）
。

同
「
今
昔
物
語
集
の
三
つ
の
文
章
要
素
－
『
其
レ
ニ
』
を
め
ぐ
っ
て
－
」
（
『
国
語
国
文
』
第
5
5
巻
3
号
、
昭
6
1
・
3
）
。

峰
岸
明
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
に
つ
い
て
」
　
（
『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
3
巻
1
1
号
、
昭
3
3
・
1
1
）
。

築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
　
（
昭
3
8
・
東
京
大
学
出
版
会
）
第
四
章
漢
文
訓
読
語
の
語
彙
四
訓
点
特
有
語
彙
の
特
性

3
5
1
頁
。

注
5
文
献
。

近
年
の
出
典
研
究
を
ま
と
め
た
、

小
峯
和
明
『
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
構
造
』
　
（
昭
6
0
・
笠
間
書
院
）
　
I
資
料
と
周
辺
を
参
照
し
た
。

注
1
0
文
献
。

注
1
1
文
献
第
一
章
総
説
第
二
節
平
安
時
代
の
言
語
体
系
2
8
頁
。

関
一
雄
「
と
く
・
早
く
・
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
の
意
味
－
平
安
と
院
政
鎌
倉
の
用
例
に
つ
い
て
」
－
（
『
山
口
大
学
文
学
会
志
』
第
3
5
巻
、
昭
6
0
・
1
）
。

関
一
雄
「
宇
治
拾
遺
物
語
の
　
『
和
文
語
』
動
詞
と
『
訓
読
語
』
動
詞
の
一
考
察
」
　
（
『
山
口
国
文
』
第
6
号
、
昭
5
8
・
3
）
。

同
「
平
安
仮
名
物
語
用
語
の
一
側
面
」
　
（
『
山
口
国
文
』
第
7
号
、
昭
5
9
・
3
）
。



（
1
8
）
　
注
1
6
文
献
。

（
1
9
）
　
資
料
に
は
、
次
の
も
の
を
用
い
た
。

上
坂
信
男
『
九
本
対
照
竹
取
翁
物
語
語
彙
索
引
（
本
文
編
・
索
引
編
）
』
（
昭
5
5
・
笠
間
書
院
）
、
日
本
大
学
文
理
学
部
国
文
学
研
究
室
『
土
左
日

記
総
索
引
』
　
（
昭
4
2
・
日
本
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
、
塚
原
鉄
雄
√
曽
田
文
雄
『
大
和
物
語
語
彙
索
引
』
　
（
昭
5
0
・
笠
間
書
院
）
、
佐
伯
梅
友
・
伊
牟

田
経
久
『
改
訂
新
版
か
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引
（
本
文
篇
・
索
引
篇
）
』
　
（
昭
5
6
・
風
間
書
房
）
、
宇
津
保
物
語
研
究
会
『
宇
津
保
物
語
（
本
文
と
索
引
）
』

（
昭
輿
∴
興
　
笠
間
書
院
）
、
田
中
重
太
郎
『
校
本
枕
冊
子
』
　
（
昭
2
8
～
4
9
、
古
典
文
庫
）
、
池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
大
成
』
　
（
昭
2
8
～
輿
中
央
公
論

社
）
、
高
知
大
学
人
文
学
部
国
語
史
研
究
全
編
『
栄
花
物
語
本
文
と
索
引
』
　
（
昭
6
1
・
武
蔵
野
表
院
）
、
日
本
古
典
文
学
大
系
2
1
『
大
鏡
』
　
（
昭
3
5
・
岩

波
書
店
）
、
東
節
夫
・
塚
原
鉄
雄
・
前
田
欣
吾
『
更
級
日
記
総
索
引
』
　
（
昭
3
1
・
武
蔵
野
書
院
）
、
日
本
古
典
文
学
大
系
7
7
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
　
（
昭

3
9
、
岩
波
書
店
）
、
日
本
古
典
文
学
全
集
1
8
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
　
（
昭
4
6
、
小
学
館
）
。

（
2
0
）
　
国
語
学
会
編
『
国
語
学
大
辞
典
』
・
「
命
令
表
現
」
の
項
（
宮
地
裕
執
筆
）
（
昭
輿
東
京
堂
出
版
）
。

（
2
1
）
　
資
料
に
は
、
次
の
も
の
を
用
い
た
。

大
坪
併
治
「
小
川
本
腰
経
四
分
律
古
点
」
　
（
『
訓
点
譜
と
訓
点
資
料
』
9
韓
、
昭
3
3
・
1
）
、
春
日
政
治
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
の
国
語
学

的
研
究
』
　
（
昭
4
4
、
勉
誠
社
）
、
中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
（
訳
文
篇
）
』
　
（
昭
輿
勉
誠
社
）
、
築
島
裕
「
聖
語
蔵
弁
中
辺
論
天
暦
点
」

（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
1
韓
、
昭
2
9
・
4
）
、
小
林
芳
規
・
松
本
光
隆
・
鈴
木
・
恵
「
石
山
寺
蔵
彿
説
太
子
須
陀
肇
経
平
安
中
期
点
」
　
（
『
訓
点
譜

と
訓
点
資
料
』
7
1
・
7
2
輯
合
併
号
、
昭
5
9
・
5
）
、
小
林
芳
規
「
西
大
寺
本
不
空
洞
索
神
呪
心
経
寛
徳
点
の
研
究
（
釈
文
と
索
引
）
」
　
（
『
国
語
学
』
3
3

集
、
昭
3
3
・
6
）
、
中
田
祝
夫
『
正
倉
院
本
地
蔵
十
輪
経
巻
五
・
七
元
慶
点
』
　
（
昭
輿
勉
誠
社
）
、
大
坪
併
治
『
訓
点
資
料
の
研
究
』
　
（
昭
4
3
・
風
間

書
房
）
、
兜
木
正
享
・
中
田
祝
夫
『
無
量
義
経
古
点
』
　
（
昭
5
4
、
勉
誠
社
）
、
築
島
裕
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
の
国
語
学
的
研
究
（
訳
文

篇
）
』
　
（
昭
4
0
、
東
京
大
学
出
版
会
）
、
太
田
次
男
・
小
林
芳
規
『
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
』
　
（
昭
5
7
、
勉
誠
社
）
、
井
上
親
雄
「
広
島
大
学
蔵
八
字

文
殊
儀
軌
古
点
（
本
文
・
校
異
・
訳
文
）
」
　
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
3
9
韓
、
昭
4
3
・
1
0
）
。

（
2
2
）
　
峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
　
（
昭
6
1
、
東
京
大
学
出
版
会
）
第
三
部
第
一
章
第
一
節
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
漢
字
の
用
法
に

関
す
る
一
試
論
7
2
9
貢
。

（
2
3
．
）
　
注
2
2
文
献
第
二
部
第
二
章
第
一
節
古
記
録
の
語
彙
の
特
色
に
つ
い
て
雉
貢
。
同
第
三
部
第
二
章
第
一
節
和
漢
混
清
文
研
究
序
説
郁
頁
。

今
昔
物
語
集
に
於
け
る
「
速
ニ
」
　
の
用
法
に
つ
い
て
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鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

注
2
2
文
献
第
二
部
第
一
章
第
一
節
高
山
寺
本
古
往
来
に
お
け
る
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
4
1
2
頁
。

鈴
木
恵
「
日
本
霊
異
記
古
写
本
間
に
於
け
る
『
忽
』
　
『
急
』
字
の
異
同
の
成
立
」
　
（
『
国
文
学
致
』
第
8
8
号
、
昭
5
5
・
1
2
）
。

注
1
1
文
献
第
一
章
第
三
節
漢
文
訓
読
語
の
性
格
第
一
項
原
理
的
考
察
4
3
貢
以
下
。

注
1
1
文
献
第
五
章
漢
文
訓
読
語
の
文
法
第
二
節
体
言
－
副
詞
5
1
5
貢
。

注
2
5
文
献
。

撰
述
者
景
戒
自
身
も
霊
異
記
上
巻
序
文
に
於
い
て
「
脚
注
側
聞
」
と
述
べ
、
下
巻
末
に
は
、
「
我
従
所
聞
選
口
伝
」
と
結
ん
で
い
る
。

小
林
芳
規
「
延
慶
本
平
家
物
語
の
会
話
文
の
用
語
」
　
（
昭
和
六
十
二
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
・
口
頭
発
表
）
。

注
1
1
文
献
第
五
章
第
二
節
5
1
3
貢
。

「
ス
ム
ヤ
ケ
シ
」
　
と
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
　
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

阪
倉
篤
義
『
語
構
成
の
研
究
』
　
3
8
7
貢
。

山
口
佳
紀
『
古
代
日
本
語
文
法
の
成
立
の
研
究
』
　
（
昭
6
0
・
有
精
堂
）
　
3
1
5
、
3
7
7
～
媚
頁
。

等
を
参
照
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
第
十
二
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
な
ら
び
に
、
第
三
十
二
回
国
語
学
会
中
四
国
支
部
大
会
で
の
口
頭
発
表
を
基
に
纏
め

た
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
の
席
上
で
は
、
小
林
芳
規
先
生
、
鈴
木
恵
氏
よ
り
、
中
四
国
支
部
大
会
で
は
、
小
山
登
久
・
関
一
雄
の
両
先

生
よ
り
貴
重
な
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
又
、
稿
を
成
す
に
当
た
っ
て
、
小
林
芳
規
先
生
、
佐
々
木
峻
先
生
・
田
中
牧
郎
氏
に
御
助
言
賜
わ
っ
た
。
銘

記
し
て
学
恩
に
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。




